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のみを背景にすれば、論旨の流れはごく自然なだけ

に多くの考えさせられる内容を含んでいる。 

放射線のリスクや安全性の問題などの情報は、そ

の気になれば溢れているとさえ言える現代社会で

“情報が無い”と断定されるのは、そこに理屈抜きの

拒否感があるからに違いない。その原因は誰かの

発言にもあったように「放射線と言う言葉は新聞など

のメディアからしか入って来ず、そのメディアが報道

するのは事故の時だけ」だから、どうしてもマイナス

イメージが定着していることと、良くないものへの絶

対拒否の姿勢が同居しているからだろう。一口に新

聞と言っても、科学記事などは正確で、意外に高度

な内容のものが多いだけに、事故などの報道とのあ

の落差はもう少し何とかならないかと思う。 

資源のない日本にとって科学技術は拠って立つ

べき重要な柱だ。メディアはやたら危機感をあおる

のではなく、日本の未来を見据えた戦略的見地に

立った報道をして欲しいし、社会の立場で発言する

人たちも、いたずらに拒否し、不信を言い立てるの

でなく、少し心を開いて、鳥井教授の言われるように、

科学技術者と社会人とが意見を交換し合って、技

術をより良い方向に育てて行こうという姿勢に立って

欲しいものだが・・・。 

   （藤田） 

 

 

 

 

第２１回放射線科学研究会 （開催 平成 15 年 9 月 19 日 於住友クラブ） より

今回は「さまざまな放射線が物質にもたらすエキ

ゾティックな照射効果」をテーマに４人の講師に講演

していただいた。 

１．宇宙塵（ダスト）の計測と加速器 

京都大学大学院工学研究科 柴田裕美 

２．クラスターイオンビームの非線形照射効果 

姫路工業大学高度産業科学研究所 山田 公 

３．細胞をシングルイオン照射したときに何が起こ

るか 日本原子力研究所高崎研究所 小林泰彦 

４．SPring-8 における風変わりな研究 

兵庫県立先端科学技術支援センター 千川純一 

１：恒常的に地球上へ降り注いでいる地球圏外か

らの宇宙塵を回収し、それらの解析から生命の誕生と

進化をさぐるという研究の紹介から始まって、現在世

界各地の加速器施設を利用して行われている様々な

粒子、クラスターを標的に照射する実験について講演

された。宇宙時代に入り、人工衛星やスペースラボに

おける高速宇宙塵の衝突は看過しえない課題であり、

この観点からもこの実験は模擬実験として極めて重要

な研究である。現在、世界で知られている主な微粒子

加速施設は我が国の５施設を含めて１０施設あり、宇宙

科学用、材料科学用に分けられる。 

講演では微粒子への帯電機構、加速機構の説明と

加速微粒子のサイズと速度の関係およびサイズと電

荷との実験例も紹介された。さらに、実際の宇宙塵の

解析用に衛星に搭載可能な飛行時間型質量分析器

の開発に関して詳細な説明がなされた。 

また、標的物質と衝突物質の種類によって、衝突

物質が飛び散ったり、標的物質にそのままめり込ん

でしまう例が紹介され、詳細な機構は不明であるが、

大変興味深く聞かせていただいた。 

２：原子数が数 100 から数 1000 のクラスターイオ

ンを固体表面に照射した際の多体効果に伴う非線

形効果を応用して講演者が現在進めている「クラス

ターイオンビーム・プロセステクノロジー」、「次世代

量子ビーム利用ナノ加工プロセス技術開発」につい

て詳細な紹介があった。講演者が研究を開始した１

９８０年代にはクラスタービームの発生について疑問

視する声もあったが、１９９０年初頭にはガスクラスタ

ービームの発生に成功し、その後の着実な進展の

過程の話は印象深いものがあった。クラスタービー

ムの応用により、従来困難であった多結晶ダイアモ

ンドの表面加工や磁性材料、半導体材料の改質や
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量子ドットの作製などが可能となった。 

３：日本原子力研究所が開発した重イオンマイ

クロビームを標的細胞の特定部位に照射した際

の直接照射効果とバイスタンダー効果を区別し

て解析する研究が紹介された。 
低線量の放射線照射による生体への影響は従

来は高線量の照射効果を低線量側へ外挿するこ

とによってなされてきたが、その正当性について

は直接的な証明はなされていない。現実に稀に生

ずると考えられる宇宙線などの生体細胞へのヒ

ットの効果を調べることは極めて重要である。こ

の講演では原研高崎研究所に構築された重イオ

ンマイクロビーム細胞照射システムが紹介され、

それを用いて行われたいくつかの研究成果につ

いて講演された。 
４：SPring-8 で行われてきた膨大な研究の中
で、講演者がかかわった少し風変わりな研究の紹

介がなされた。乳ガン患者の毛髪のＸ線回折パタ

ーンには健康な人にはみられないリングパター

ンが現れるという欧米では大きな反響を呼んだ

オーストリアの研究者の報告は、追試の結果健康

な人でも現れる場合があり、ガンとの相関は低い

という結論になったこと、さらに調べると乳ガン

患者の毛髪はカルシウム濃度が高いという相関

性があることから、SPring-８での追試の結果で
は乳ガン患者のＸ線のリングパターンと毛髪中

のカルシウムと臭素濃度量に関係があることが

確認されたとの内容は医療と科学という視点か

ら興味深いものであった。 
SPring-８ではその他の悪性腫瘍の患者の毛髪
について腫瘍の種類と毛髪中の含有元素種、濃度

との関係を調査する研究が進められているとい

う紹介があった。また、ニュートンの万有引力の

物体と物体が空間を介して作用するという考え

は当時としてはマユツバものであり、またニュー

トンが錬金術に大きな関心をもっていたことを

引用され、一見マユツバに見えるような研究でも

背景には大事な真実が隠れている可能性がある

との指摘は示唆に富むものであった。 
今回の研究会では事前申し込みをされずに、直

接会場で参加申し込みをされた方が予想外に多く、

会場へ持参した資料類が足らなくなってしまい、一

部の参加者の方にはご迷惑をおかけしてしまった。 
   (大嶋) 
 
 

 

第２５回ＵＶ／ＥＢ研究会（開催 平成１５年 11 月 7 日 於住友クラブ）より 

今回は水溶性高分子の放射線利用を中心テー

マにして３人の講師に話して頂いた。 

１．「電子線を利用したハイドロゲル創傷被覆材

の開発」 ニチバン株式会社、磯部一樹 

２．「多糖類の放射線分解および橋かけによる有

効利用」 原研・高崎研究所 久米民和 

３．｢高齢化社会に向けた繊維資材開発｣ 

日本科学繊維協会大阪事務所 山崎義一 

１．一般に「傷は乾燥させて治すもの」と信じられ

ているが、それは 40 年も前に間違いとされており、

最近でもNHKの“ためしてガッテン”で紹介されたよ

うに、湿潤環境の方が自然治癒力が良く発揮されると

言う。磯部氏らはこのいわゆる“モイストヒーリング”が

可能な素材として、水分を良く含むハイドロゲルのよ

うなものが良いと考え、水溶性の高分子であるポリビ

ニールアルコール（PVA）などに電子線を照射して架

橋させ、水中で煮沸しても溶けないゲルを得た。この

ゲルを膜状にして、ネズミの体表面に人為的に作っ

た傷を覆い、さまざまな実験を行って治療効果を調

べたところ、良好な結果が得られた。人の臨床例でも

83％で有効の結果が得られており、特に使用直後に

ピリピリ感が緩和されるとのことで、これは現在、医薬

品として厚生省の認可待ちとのことである。 

架橋のメカニズムとしては、① 放射線のエネルギ




